
 

令 和 ７ 年 ９ 月 ３ 日 

日立市消防本部総務課 

  茨城県内初！「アップサイクル」の取組について（お知らせ） 

 

市民の皆様の安全を守るため、日夜過酷な現場で活躍してきた消防活動用被服。その役目を終えた

被服に感謝を込めて、新たな命を吹き込む「アップサイクル」の取組を、茨城県内で初めて開始しま

した。  

つきましては、御多忙中大変恐縮に存じますが、当日の取材方について、御配慮くださるようお願

い申し上げます。 

 

１ なぜこの取組を始めたの？ ～私たちの想い～ 

この取組には、４つの大切な想いが込められています。 

【環境への配慮】廃棄される消防服を減らし、地球にやさしい社会を目指します。 

【未来への責任】モノを大切にし、持続可能な社会をつくる一歩です。（SDGs目標 12） 

【安全への願い】製品を通して火災予防への関心を高め、安全・安心なまちづくりにつなげます。 

【支え合いの輪】製作を障がい者就労継続支援施設に依頼し、誰もが輝ける社会を応援します。 

 

２ 取組１ 消防防火服が世界に一つだけのトートバックに 

市民と消防士の命を守ってきた防火服が、皆様の日常に寄り添う、魅力的な製品になりました。 

火災現場の熱や水から消防士を守った強くて丈夫な「防火服」が、機能的でおしゃれなトートバッ

グに！一つひとつ風合いが違う一点物です。 

こちらは、日立市のふるさと納税返礼品として、皆様のお手元にお届けします。 

【協力事業者】有限会社イチリキ（日立市大沼町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲防火服のベルトやポケットを活かしたデザイン 
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３ 取組２ 消防活動用被服が火の用心の願いを込めた「ヒノカミベアー」に 

(1) 廃棄予定の活動服、救急服、救助服が、愛らしいクマのぬいぐるみ「火の用心のくま ヒノカ

ミベアー」に大変身！消防本部はヒタチエの管理運営会社であるリテールプロパティーズ㈱に

被服を無償で提供し、障がい者就労継続支援施設「SMILON HITACHI（日立市河原子町）」の利用

者の皆様が、一つひとつ心を込めて手作りしたヒノカミベアーをヒタチエで販売します。 

この取組は、ＮＨＫ水戸放送局、日本テレビ「DayDay.」、茨城新聞、読売新聞など、多くのメ

ディアで紹介されました。 

 

▲一つひとつ表情が違う、手作りのぬくもり 

 

(2)「ヒノカミベアー」第１回販売会のお知らせ 

と き：令和７年９月６日（土）午前 10時から 

ところ：ヒタチエ本館５階 催事スペース（日立市幸町１-16-１） 

数 量：50体限定（お一人様１体まで） ※ 初回限定で全てのぬいぐるみに「日立市消防本部」のロゴ入りです。 

価 格：2,000円（税込） 

 

 

消防本部では、販売会にあわせ、火災予防啓発 

活動として、ちびっこ防火衣試着コーナーや火災予 

防等啓発物品の配布などを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この取組が、市民の皆様にとって、消防の仕事を身近に感じ、モノを大切にする心や防火・防災へ

の意識を高めるきっかけとなることを心から願っています。 

 

 

 
【問合せ】日立市消防本部総務課（担当 鈴木、大平） 

     TEL 0294‐24‐0119（内線 311） 
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